
流
れ
て
出
た
。

娘
は
夕
暗
の
街
の
中
に
、
弟
と
二
人
消
え
て
行
っ
た
印
象
が
次

に
待
ち
構
え
て
い
た
苛
酷
な
条
件
の
抑
留
生
活
の
脳
裏
に
蘇
り
、

生
き
る
力
を
与
え
て
く
れ
た
。
生
へ
の
執
念
は
、
全
く
娘
の
愛
情

と
勇
気
に
支
え
ら
れ
た
と
し
み
じ
み
思
う
。

二
十
一
年
七
月
七
日
、
私
は
栄
養
失
調
の
身
体
を
、
博
多
の
国

立
病
院
に
横
た
え
て
、
歩
行
も
不
能
の
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
れ
な

の
に
、
病
院
で
は
、
午
後
入
院
し
た
の
に
、
夕
食
も
与
え
な
い
の

で
、
夕
食
を
要
求
し
た
が
駄
目
で
あ
っ
た
。
た
だ
看
護
婦
が
私
の

私
物
で
す
と
、
乾
麺
包
を
一
包
く
れ
た
の
み
で
、
待
遇
は
全
く
悪

く
、
臨
床
の
復
員
軍
人
の
見
舞
客
の
女
性
か
ら
、
握
り
め
し
を
も

ら
っ
て
、
飢
え
を
し
の
い
だ
の
で
す
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
新
義
州
に
い
た
娘
は
、
夜
中
、
コ
ッ
ク
リ

さ
ん
に
占
い
を
立
て
、
父
の
安
否
を
占
っ
た
と
こ
ろ
が
、
お
父
さ

ん
は
「
病
気
」

、「ふ
く
お
か
」
に
居
る
と
出
た
の
で
、
お
父
さ
ん

の
病
気
が
治
る
よ
う
に
、
神
様
に
お
祈
り
し
ま
し
ょ
う
と
、
母
と

弟
妹
た
ち
に
勧
め
て
、
い
っ
し
ょ
に
神
に
念
じ
た
と
い
う
話
を
、

十
一
月
に
な
っ
て
娘
が
無
事
朝
鮮
か
ら
引
揚
げ
て
再
会
し
た
と
き

の
話
で
わ
か
っ
た
時
に
、
父
と
娘
と
の
心
の
結
び
つ
き
が
、
な
ん

だ
か
目
に
見
え
ぬ
絆
で
結
ば
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。

引
揚
げ
に
よ
っ
て
財
産
は
失
っ
た
が
、
家
族
と
の
信
頼
は
深
ま
っ

て
、
得
た
も
の
は
大
き
い
と
思
う
幸
せ
の
日
々
で
あ
る
。

引
揚
者
体
験
の
一
断
面　 

岐
阜
県
　
下
條
美
武
　 

私
の
父
、
下
條
喜
多
造（
本
籍
瑞
浪
市
日
吉
町
七
八
六
八
番
地
、

明
治
十
四
年
三
月
三
日
生
）
は
明
治
三
十
四
年
徴
兵
さ
れ
、
明
治

四
十
一
年
十
月
朝
鮮
駐
留
衛
戌
病
院
付
き
と
し
て
大
正
三
年
十
一

月
迄
勤
務
し
、
そ
の
後
慶
尚
南
道
金
海
郡
で
営
農
を
続
け
た
。

こ
の
た
め
私
は
韓
正
竜
山
水
道
町
衛
戌
病
院
官
舎
で
出
生
し
た
。

昭
和
七
年
釜
山
公
立
中
学
校
を
卒
業
し
同
時
に
徳
頭
公
立
尋
常
小

学
校
組
合
書
記
と
な
る
。
昭
和
九
年
十
月
六
日
満
州
国
司
法
大
臣

官
房
文
書
科
雇
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
昭
和
十
三
年
四
月
一
日

司
法
部
属
官
兼
新
京
地
方
法
院
書
記
官
委
任
三
等
の
発
令
を
受
け
、

同
科
で
防
諜
及
び
審
査
係
長
を
勤
め
た
。
昭
和
十
四
年
六
月
一
日

北
辺
振
興
工
作
の
一
環
と
し
て
中
央
各
部
よ
り
若
干
名
が
各
省
に



派
遣
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
司
法
部
か
ら
は
私
一
人
選
ば
れ
て
三

江
省
公
署
に
配
置
さ
れ
た
。
三
江
省
長
官
房
総
務
科
文
書
官
及
び

企
画
係
長
並
び
に
佳
木
斯
地
方
職
員
訓
練
所
講
師
と
な
っ
た
。
昭

和
十
六
年
八
月
よ
り
四
か
月
間
、
満
州
国
政
府
中
央
一
般
職
員
訓

練
所
第
一
部
に
入
所
訓
練
を
受
け
た
。
昭
和
十
七
年
八
月
一
日
三

江
省
富
錦
県
総
務
課
庶
務
係
長
兼
審
議
室
主
任
と
な
る
。
昭
和
十

八
年
八
月
一
日
満
州
国
事
務
官
、
薦
任
三
等
、
興
安
北
省
長
官
房

人
事
科
附
兼
海
拉
爾
地
方
職
員
訓
練
所
講
師
と
な
る
。

昭
和
十
八
年
十
月
二
十
八
日
熊
本
県
鹿
本
郡
山
鹿
町
一
八
五
〇

番
地
、
嘉
悦
モ
ト
エ（
大
正
十
年
一
月
十
四
日
生
）
と
婚
姻
し
た
が
、

昭
和
二
十
一
年
二
月
八
日
斉
々
哈
爾
市
豊
恒
胡
同
壱
号
浮
虜
収
容

所
で
死
亡
し
た
。
昭
和
十
九
年
二
月
九
日
長
男
正
強
を
出
生
し
た

が
、
昭
和
三
十
年
九
月
二
十
三
日
祖
父
母
の
元
で
死
亡
し
た
。
昭

和
二
十
年
九
月
八
日
斉
々
哈
爾
市
官
吏
会
館
で
二
女
恵
美
を
出
生

し
た
が
斉
々
哈
爾
浮
虜
収
容
所
で
昭
和
二
十
一
年
一
月
十
五
日
死

亡
し
た
。
昭
和
二
十
年
三
月
一
日
興
安
北
省
長
官
房
参
事
官
室
付

き
と
な
り
一
般
政
務
及
び
防
衛
担
当
と
な
る
。

昭
和
二
十
年
八
月
八
日
国
境
警
察
隊
よ
り
ソ
連
軍
国
間
に
侵
入

攻
撃
中
の
旨
連
絡
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
直
ち
に
駐
屯
地
司
令

官
塩
沢
中
将
に
連
絡
を
し
た
。
軍
は
即
座
に
木
村
少
将
と
兵
一
、

〇
〇
〇
人
を
残
し
、
他
は
総
て
汽
車
、
自
動
車
、
馬
車
等
動
く
も

の
す
べ
て
を
動
員
し
て
興
安
嶺
に
引
揚
げ
た
。
塩
沢
司
令
官
は
翌

九
日
朝
、
省
公
署
に
来
て
地
方
人
は
す
べ
て
陣
地
に
入
っ
て
戦
え

と
の
指
示
を
し
て
興
安
嶺
へ
行
っ
た
。

市
内
は
早
朝
よ
り
敵
機
の
猛
爆
激
し
く
途
方
に
く
れ
る
の
み
で

あ
っ
た
。
汽
車
は
勿
論
軍
と
鉄
道
員
の
み
が
使
用
し
て
、
帰
っ
て

く
る
見
込
み
は
な
か
っ
た
。
た
ま
た
ま
機
関
士
の
経
験
者
が
居
り

こ
れ
を
機
関
庫
に
派
遣
し
て
よ
う
や
く
一
台
修
理
が
出
来
た
の
で
、

こ
れ
に
貨
車
を
曳
か
せ
運
搬
す
る
こ
と
に
し
た
。
女
子
従
業
員
と

私
の
妻
も
こ
れ
に
乗
っ
て
引
揚
げ
る
こ
と
に
し
た
。

私
共
男
子
は
そ
れ
ぞ
れ
警
察
官
の
武
器
（
小
銃
）
を
入
手
し
陣

地
に
入
っ
た
が
、
そ
の
前
に
秘
密
書
類
を
焼
却
し
た
事
は
当
然
で

あ
る
。
陣
地
は
膨
大
な
人
造
陣
地
で
間
部
の
完
備
に
は
驚
い
た
が

武
器
は
な
く
、
外
に
出
て
の
地
上
戦
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
僅

か
に
夜
の
戦
い
の
み
で
あ
る
。
か
く
し
て
十
五
日
の
詔
勅
は
流
ず

る
こ
と
が
出
来
ず
、
十
七
日
に
な
っ
て
司
令
官
の
決
意
に
よ
り
よ

う
や
く
白
旗
を
揚
げ
降
伏
し
た
。
私
は
前
夜
の
指
示
で
敵
戦
車
に

飛
び
込
み
爆
破
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
幸
運
の
白
旗
で
も



あ
っ
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
七
日
ソ
連
軍
の
浮
虜
と
な
り
、
十
一
月
九

日
ま
で
ソ
連
の
た
め
の
戦
後
処
理
に
当
っ
た
。
十
一
月
九
日
ソ
連

浮
虜
と
し
て
ケ
ー
メ
ル
　
ア
ン
ゼ
ル
ス
カ
ヤ
浮
虜
収
容
所
に
収
容

さ
れ
、
昭
和
二
十
四
年
八
月
帰
国
ま
で
こ
の
地
に
お
い
て
、
除
雪
、

農
作
業
、
鉄
道
工
事
、
建
築
工
事
、
煉
瓦
工
場
及
炭
鉱
等
の
重
労

働
、
な
か
ん
ず
く
炭
鉱
以
外
の
時
に
は
十
数
時
間
に
及
ぶ
苛
酷
な

労
働
を
強
制
さ
れ
、
栄
養
失
調
、
意
識
不
明
の
ま
ま
収
容
さ
れ
た

例
も
あ
り
、
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
四
年
ソ
連
よ
り
舞
鶴
上
陸
で
帰
国
し
た
。
帰
国
先
は

父
の
本
籍
地
瑞
浪
市
日
吉
町
七
八
六
八
番
地
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
五
年
九
月
三
十
日
土
岐
郡
駄
知
中
学
校
長
が
来
宅
さ

れ
、
同
校
勤
務
を
勧
め
ら
れ
た
の
で
承
諾
し
服
務
し
た
。
昭
和
二

十
六
年
一
月
一
日
岐
阜
県
教
育
委
員
会
土
岐
地
方
事
務
局
に
勤
務

し
た
。

昭
和
二
十
六
年
三
月
十
七
日
土
岐
市
泉
町
定
林
寺
八
番
地
、

高
橋
元
吉
二
女
高
橋
和
恵
（
大
正
八
年
十
一
月
三
日
生
）
と
婚
姻

し
た
。
昭
和
二
十
八
年
九
月
十
五
日
岐
阜
県
教
育
委
員
会
事
務
局

学
務
課
免
許
検
定
係
長
と
な
る
。
昭
和
三
十
年
一
月
一
日
土
岐
市

駄
知
町
山
津
製
陶
株
式
会
社
専
務
を
昭
和
五
十
年
五
月
三
十
日
ま

で
勤
め
た
。
昭
和
五
十
一
年
十
月
よ
り
土
岐
市
土
岐
津
町
高
山
工

業
㈲
（
建
設
業
）
の
嘱
託
、
昭
和
五
十
二
年
十
月
よ
り
土
岐
市
妻

木
町
日
研
工
業
㈱
（
■
薬
製
造
）
の
嘱
託
、
昭
和
五
十
三
年
十
一

月
よ
り
土
岐
市
泉
町
石
黒
商
事
㈱
（
燃
料
製
陶
用
具
販
売
）
の
総

務
部
長
を
昭
和
五
十
年
二
月
ま
で
拝
命
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
他
へ

の
就
職
は
一
切
し
な
い
こ
と
に
し
た
。

悲
惨
な
引
揚
者
　 

子
々
孫
々
に
再
び
と
さ
せ
た
く
な
い

長
野
県
　
金
子
一
　 

海
外
居
住
の
動
機
と
家
族
状
況

私
は
郷
里
の
村
役
場
に
勤
務
し
て
居
り
ま
し
た
が
、
昭
和
十
三

年
朝
鮮
巡
査
の
募
集
が
あ
っ
て
、
村
の
駐
在
巡
査
が
役
場
に
来
て

之
に
応
募
す
る
様
に
と
薦
め
ら
れ
私
は
長
男
で
あ
り
ま
し
た
が
弟

が
一
人
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
弟
に
家
を
相
続
さ
せ
る
事
に
し
て
当

時
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
と
か
移
民
と
か
五
族
協
和
王
道
楽
土

建
設
の
理
想
を
掲
げ
て
の
国
家
的
大
事
業
に
よ
っ
て
農
村
の
不
況




